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　各都県から選抜された１都１５県の中学生男子選抜の１６チー
ムが、ここ新見に一堂に会し、３月２４日（土）から２７日（火）まで
の４日間（開会式は２４日、予備日は２８日）にわたって「日本一」
を目指し白熱した戦いを繰り広げます。
　岡山県からは選抜チームが出場し、その中には地元選手も名
を連ねており活躍が期待されます。
　そこで今回は、開幕を間近に控えた当大会について、みなさ
んにご紹介します。

特集

いよ
いよ開幕！�

！�

３３// ２４２４��～ ～ ３３// ２７２７ ��
((予備日予備日 ３３//２８２８��))
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　�日本ソフトボール協会が主催する本大会は、全国の各都道府県内の複数のチームから選抜された中学生男

子選抜チームが熱戦を繰り広げるものです。

　岡山県チームは、第１回大会に「新見第一クラブ」として出場して優勝、第３回大会、第５回大会は「岡山

県男子選抜チーム」として準優勝するなど、輝かしい実績を収めている大会です。また、これまで本市で行っ

た試合運営や市民協働による大会運営などが高く評価されており、この大会は平成２４年３月の第８回大会から

平成３３年３月の第１７回大会までの１０年間、継続して開催されることが決まっている大会でもあります。

　今回は１６チームが参加し、憩いとふれあいの公園のピオーネ球場と多目的広場において試合が行われます。

地域応援団の一員としてのご協力をはじめ、お近くにお越しの際は温かい応援をお願いします。

都道府県対抗全日本中学生 男子ソフトボール大会について

過去の大会実績

第３位準優勝優勝参加
チーム数開催地時期回数

愛媛県代表、徳島県代表宮崎選抜クラブ新見第一クラブ（岡山県） １３静岡県掛川市H１７.３1

広島県選抜、高知県男子選抜愛媛県選抜武生白山ヤンキース（福井県） １３静岡県富士宮市H１８.３2

群馬県選抜男子、高知県代表岡山県男子選抜 広島県選抜１４静岡県島田市H１９.３3

広島県選抜男子、徳島県選抜大阪府男子選抜高知県選抜１５三重県熊野市H２０.３4

BigField 静岡、大阪府男子選抜岡山県中学男子選抜高知県選抜１６三重県熊野市H２１.３5

徳島県選抜、広島県男子選抜愛媛県選抜高知県選抜１３福岡県福岡市H２２.３ 6

東日本大震災の発生により大会中止（日本ソフトボール協会決定）１４岡山県新見市H２３.３ 7 

特集 第８回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会

大会の組み合わせ＆地域応援団
Ａ球場：新見ピオーネ球場／Ｂ球場：多目的広場

２７日�２６日� ２６日�２５日� ２５日�

第１試合９：００～　第２試合１１：００～　第３試合１３：００～　第４試合１５：００～�

滋 賀 選 抜�
　　　　（豊 永 公 民 館）�

（滋賀県）�

徳 島 県 選 抜�
　　　　（哲多地域公民館）�

（徳島県）�

長 崎 選 抜�
　　　　（神 郷 公 民 館）�

（長崎県）�

秩父ユースソフトボールクラブ�
　　　　（大 佐 公 民 館）�

（埼玉県）�

香 川 県 男 子 選 抜�
　　　　（上 市 公 民 館）�

（香川県）�

岡山県男子中学生ソフトボール選抜�
　　　　（草 間 公 民 館）�

（岡山県）�

大 分 県 選 抜�
　　　　（熊谷・菅生公民館）�

（大分県）�

茨 城 県 選 抜�
　　　　（哲 西 公 民 館）�

（茨城県）�

沖 縄 県 男 子 選 抜�
　　　　（唐 松 公 民 館）�

（沖縄県）�

高 知 県 男 子 選 抜�
　　　　（正 田 公 民 館）�

（高知県）�

群 馬 選 抜�
　　　　（千屋・福本公民館）�

（群馬県）�

奈良ソフトボールクラブ�
　　　　（井 倉 公 民 館）�

（奈良県）�

宮 崎 選 抜 ク ラ ブ�
　　　　（石 蟹 公 民 館）�

（宮崎県）�

愛 媛 選 抜�
　　　　（高 尾 公 民 館）�

（愛媛県）�

東 京 選 抜�
　　　　（新 見 公 民 館）�

（東京都）�

広 島 県 男 子 選 抜�
　　　　（西 方 公 民 館）�

（広島県）�

Ａ１�

Ｂ１�

Ｂ３�

Ａ２�

Ａ３�

Ｂ２�

Ａ４�

Ｂ１�

Ａ１�

Ａ３�
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出場出場
し ま す ！

　今大会には、岡山県の代表として『岡山県男子中学生ソ

フトボール選抜チーム』が出場します。大会に出場する地

元選手・監督・コーチを紹介します！
※背番号、氏名、学校名、選手の特徴の順に掲載（敬称略）

 
川  
上   
卓  
也 
（
哲
多
中
２
年
）

か
わ 

か
み 

た
く 

や

勢いのある
ストレートが武器

��
 
國  
中  
�

く
に 

な
か
   

大

こ
う   

（
新
見
南
中
２
年
）

だ
い

堅実な守備と
俊足巧打が武器

�����

 
小  
川 　
 
満   
監
督

お 

が
わ 

み
つ
る

「勝つことを目標に頑張
ります」

����
 
西
林 　

秀
   

 
（
新
見
第
一
中
２
年
）

に
し
ば
や
し 

す
ぐ
る

大きな声で、チームを盛
り上げるムードメーカー

��
 
小  
谷   
敦 
己
   

（
哲
多
中
１
年
）

こ 

だ
に 

あ
つ 

き

チームNo.１の長距離砲

�����

 
柳  
井   
清  
志   
コ
ー
チ

や
な 

い 

き
よ 

し

「一つでも多く勝って、地
域や大会を盛り上げます」

����
 
西  
上   
翔 
輝
   

（
新
見
南
中
２
年
）

に
し 

が
み 

し
ょ
う 

き

足が速く攻守に積極的

��
 
藤  
原   
柚 
至
   

（
新
見
第
一
中
１
年
）

ふ
じ 

わ
ら 

ゆ
う 

じ

思い切りの良いプレーが
持ち味

�����

 
清  
水   
新  
太 
郎
   

（
新
見
第
一
中
２
年
）

し 

み
ず 

し
ん 

た 

ろ
う

強肩・強打、
投打にチームをけん引

�����
 
坂  
東   
優 
太
   

（
新
見
南
中
２
年
）

ば
ん 

ど
う 

ゆ
う 

た

走攻守のバランスが◎

�����
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こ
の
大
会
で
は
約　

名
の
ボ
ラ

５０

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
大
会
が

運
営
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

特
長
で
あ
る
「
公
民
館
単
位
の
地

域
応
援
団
」
に
よ
る
各
代
表
チ
ー

ム
の
応
援
、
新
見
第
一
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
新
見
市
観

光
協
会
の
協
力
に
よ
る
物
産
販
売

な
ど
も
行
わ
れ
、
市
民
を
あ
げ
て

の
大
会
と
な
り
ま
す
。

■
大
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

第
８
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

（
�
�
６
１
４
８
）

 私 た ち も

応援応援
 し ま す ！

大
会
の
情
報
・
試
合
結
果
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
大
会
の
期
間
中
、
各
会
場
で

行
わ
れ
る
試
合
の
結
果
な
ど
は
、

今
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
＝

写
真
左
）
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
本
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

（�
���
����
�
�
��
���
��
���
���
�
�
�
�

�
�
���
��
�
���
�
�
�
�
�
���
�
�����
�
�
�
�

�
��
�

）
あ
る
い
は
新
見
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（  
新
見
市
役
所  　
　
   

ま
た
は���

���：
���
�
�
�������

���
��

�
�
�
�
�
�
�
���
�

）か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

検
索�

次の世代次の 世代 も
　   頑張 り ま す！

　鹿児島県日置市で開催される、第

５回春季全日本小学生男子ソフトボ

ール大会に岡山県代表として「新見

ジュニアソフトボールクラブ」が出

場します。抽選の結果、３０日�９時か

ら「あのうスポーツ少年団（三重県）」

と対戦します。

　本市で１０年継続して開催される、

都道府県対抗全日本中学男子ソフト

ボール大会での活躍が期待される

“新見ジュニアソフトボールクラブ”

自分や仲間を信じて、頑張れ ！！

特集 第８回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会

第5回春季全日本小学生第 5 回春季全日本小学生
男子男子 ソフトボールソ フ ト ボ ー ル大会出場大会出場

３月３０日 �～
　 ４月１日 �
 開会式 ： ３月２９日�
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市
長
室

だ
よ
り

　

３
月　

日
�
か
ら　

日
�

２４

２７

ま
で
の
４
日
間
、
憩
い
と
ふ

れ
あ
い
の
公
園
を
会
場
と
し

て
「
第
８
回
都
道
府
県
対
抗

全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で

本
市
で
行
っ
て
き
た
多
く
の

大
会
に
お
け
る
関
係
者
の

方
々
の
ご
努
力
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
「
地
域
応
援
団
」
な

ど
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
、
本
年
か
ら　

年
間
継

１０

続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
大
会
に
は
、
関
東

か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
の
各

地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た　

チ
１６

ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。
２
月

　

日
に
は
組
合
せ
抽
選
会
も

２５終
わ
り
、
本
市
の
特
長
で
あ

る
「
公
民
館
単
位
の
地
域
応

援
団
」
の
分
担
も
決
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
運
営
に
は

中
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
が
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
会
場
で
は
新

見
市
観
光
協
会
の
ご
協
力
に

よ
り
大
会
記
念
品
や
特
産
物

な
ど
の
販
売
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
全
市
を
あ
げ

て
の
支

援
体
制

に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
お
も
て

な
し
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

た「
市
民
協
働
に
よ
る
大
会
」

を
成
功
さ
せ
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
ま
ち
新
見
」
を
全
国
に

向
け
発
信
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
は
ぜ
ひ
と
も

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
中
学
生

が
繰
り
広
げ
る
熱
戦
に
声
援

を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
地
域
に
お
い
て「
市
長
と
話
し
て
み
た
い
」

「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い
」と
い
っ
た
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
市
長
が
直
接
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、

話
し
合
い
の
場
を
持
つ
「
お
で
か
け
市
長
室
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
地
域
団
体
や
各
種
団
体
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
で
お
お
む

ね　

人
以
上
の
団
体

１０

■
実
施
時
期  
申
し
込 
み 
の
状
況 
に 
よ 
り
随
時
開
催

■
時
間　

１
時
間
程
度

■
場
所   
団
体
の
指
定
す
る
会
場
（
会
場
は
申
込
者
が
確

保
）

■
申
込
方
法　

開
催
を
希
望
す
る
団
体
は
所
定
の
申
込
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
企
画
政

策
課
と
各
支
局
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
開
催
決
定　

開
催
日
や
時
間
な
ど
は
希
望
を
も
と
に
事

前
調
整
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

�
単
な
る
行
政
事
務
相
談
や
、特
定
の
個
人
、団
体
に
対
す

る
誹
謗
、中
傷
な
ど
を
目
的
と
し
た
懇
談
は
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

�
企
画
政
策
課
職
員
が
同
行
し
ま
す
。

�
公
開
と
し
て
、
報
道
機
関
が
取
材
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係
（
�
�
６
１
１
４
）

「
お
で
か
け
市
長
室
」

    
を
開
催
し
ま
す
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■
協
同
組
合
に
い
み
プ
ラ
ザ

　

２
月
９
日
�
、
に
い
み
プ
ラ

ザ
２
階
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
協
同
組
合
に
い
み
プ
ラ
ザ

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

集
客
の
た
め
に
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
代
行
、
市
街
地
循
環
バ

ス
「
ら
・
く
る
っ
と
」
の
経
路

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
は
か
り
、
宣
伝
・
広
告

す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

■
井
原
若
連
中

　

２
月　

日
�
、
千
屋
伝
統
文

１４

化
保
存
伝
承
施
設
に
お
い
て
、

井
原
若
連
中
の
み
な
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安

全
対
策
や
地
域
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
伝
承
施
設
広
場
の
舗
装

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
対

策
と
し
て
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
事
業
で
全
世
帯
に
整
備
し
た

緊
急
時
も
対
応
で
き
る
告
知
放

送
機
器
の
有
効
利
用
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

■
み
ど
り
会 

　

ミ 
ニ 
デ 
イ 
サ
ー 
ビ 
ス（
哲
西
）

　

２
月　

日
�
、
道
の
駅
鯉
が

２２

窪
文
化
伝
習
館
に
お
い
て
、
み

ど
り
会
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み

な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
送
迎
バ
ス
の
運
行

や
医
療
・
福
祉
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
ふ
れ
あ
い
送
迎
バ

ス
の
運
行
経
路
を
検
討
す
る
こ

と
や
、
高
齢
者
の
方
の
人
間
ド

ッ
ク
の
助
成
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

市政懇談会
お で かけ 市 長 室を
開催し ています

■
阿
哲
商
工
会

　

２
月
７
日
�
、
阿
哲
商
工
会

本
部
２
階
研
修
室
に
お
い
て
、

阿
哲
商
工
会
の
み
な
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
近
況
報
告

を
行
っ
た
あ
と
、
経
済
対
策
や

買
い
物
弱
者
を
救
済
す
る
施
策

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
や
Ａ
級
ブ
ラ
ン

ド
を
東
京
で
売
り
出
し
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

開催を希望する団体から
の要請に応え、市長が会
場に出向いて懇談を行う
「おでかけ市長室」を開
催しています。
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議会�
レ ポ ー ト �

平成２４年１月

委
員
会
付
託

３
月
９
日　

一
般
質
問
予
備
日

３
月　

日　

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・

２１

採
決
・
閉
会

【
委
員
会
】

２
月　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

２７

２
月　

日　

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員

２９

会

３
月
７
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
月　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１２

３
月　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１３

３
月　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

１４

３
月　

日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

１５

３
月　

日　

総
務
常
任
委
員
会

１６

３
月　

日　

委
員
会
予
備
日
・
議
会
運
営

１９

委
員
会

（
１
月　

日
開
催
）

１６

①
報
告
事
項

　

石
蟹
地
内
に
あ
る
防
災
公
園
（
第
２
工

区
）
の
用
地
を
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２４

２６

３
年
間
に
係
る
第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に

関
す
る
概
要
や
井
倉
診
療
所
の
開
所
状
況
、

ま
た
、
高
尾
小
学
校
区
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
計
画
、
４
小
学
校
の
統
合
計

画
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対

応
を
調
査
し
ま
し
た
。

（
１
月　

日
・　

日
開
催
）

１１

２３

　

１
月　

日
は
、
環
太
平
洋
大
学
講
師
で

１１

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
招
聘

研
究
員
の
林
紀
行
先
生
を
招
き
、
議
員
の

定
数
と
報
酬
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

林
先
生
の
話
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
議
会
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
厳
し
く
、

議
会
に
対
す
る
批
判
は
依
然
と
し
て
強

い
。

◎
市
民
の
多
く
は
、
議
会
が
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
議
会

に
対
す
る
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
。

◎
従
っ
て
、
定
数
と
報
酬
は
削
減
す
べ
き

と
考
え
る
市
民
が
多
く
、
削
減
す
る
議

会
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の
流

れ
に
反
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

◎
し
か
し
、
本
来
の
議
会
は
、
市
の
最
終

的
な
政
策
の
決
定
を
行
う
議
決
権
や
市

の
事
務
事
業
が
適
正
に
公
平
に
な
さ
れ

て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
権
な
ど

を
有
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く

日
々
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
市
長
と
議
会
と
い
う
二
元

代
表
制
の
も
と
で
、
市
長
と
渡
り
合
う

に
は
高
い
専
門
性
が
必
要
で
あ
り
、
人

数
も
コ
ス
ト
も
必
要
と
な
る
。

◎
定
数
を
大
幅
に
削
減
す
れ
ば
、
議
会
の

権
限
・
権
能
が
働
か
な
く
な
り
、
議
会

が
形
骸
化
す
る
た
め
、
最
終
的
に
は
市

民
に
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
多
様
な
層
の
市
民
の
声
を
活
か
す

　

１
月
に
開
催
し
た
常
任
委
員
会
、
特
別

委
員
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

（
１
月　

日
・　

日
開
催
）

１１

３０

　

１
月　

日
は
、
予
算
審
査
に
伴
う
特
別

１１

委
員
会
の
構
成
や
審
査
の
日
程
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
議
長
を
除
く　

人
で
特
別

２１

委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
や
、
３
日
間
の

予
定
で
審
査
を
行
う
こ
と
な
ど
の
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日
は
、
３
月
定
例
会
の
会
期
日

３０

程
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
２
月　

日
か

２７

ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
と
す

２１

２４

る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
本
会
議
】

２
月　

日　

開
会
・
議
案
上
程
・
質
疑

２７

３
月
６
日　

一
般
質
問
（
代
表
）

３
月
７
日　

一
般
質
問
（
個
人
）

３
月
８
日　

一
般
質
問
（
個
人
）・
議
案
等

こ
と
が
困
難
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
、

開
か
れ
た
議
会
を
作
り
、
議
員
の
質
を

高
め
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
を
先

行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

◎
そ
の
上
で
、
定
数
で
は
、
議
員
１
人
当

た
り
の
市
民
数
や
地
域
面
積
な
ど
、
報

酬
で
は
全
国
の
類
似
議
会
の
報
酬
の
状

況
や
地
域
の
給
与
の
状
況
な
ど
の
根
拠

を
示
し
て
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
定
数

と
報
酬
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
主
な
内
容
で
す
。

　

議
会
改
革
に
関
す
る
専
門
家
で
あ
る
林

先
生
の
話
は
、
全
国
の
地
方
議
会
の
状
況

や
削
減
の
賛
成
派
と
反
対
派
の
住
民
感
情

な
ど
を
基
に
し
た
も
の
で
、
非
常
に
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。
本
委
員
会
で
は
、
林

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
市
民
の
み
な
さ
ん

の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
議
会
と
議
員

の
役
割
を
再
認
識
し
、
本
市
議
会
に
ふ
さ

わ
し
い
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
を
決
定
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日
は
、
前
述
の
林
先
生
の
話
を

２３

参
考
に
し
て
、
定
数
な
ど
の
決
定
手
段
や

決
定
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
議
会

基
本
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

市
民
の
意
見
を
聴
取
し
参
考
に
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
会
派
ま
た
は
議
員
で
素
案
を
作
成
し
、

２
月
３
日
開
催
の
特
別
委
員
会
で
決
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
（
�
�
６
１
５
１
）

�
議
会
運
営
委
員
会

�
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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起
点（
新
見
側
）�

終
点（
哲
多
側
）�

石灰石鉱山（中国砿業）�

トンネル掘削進行方向�

正田トンネル
（仮称）（L＝

943m）�
仮設ヤード�

掘削工事始ま る
平成２６年春開通目指す平成２６年春開通目指す

　石蟹と哲多町宮河内を結ぶ『正田トンネル（仮称）』の掘削工事が１月３１日�から始まりました。

　このトンネルは、延長９４３メートル、片側１車線・幅員７ｍ（２車線）で、工事は、�大本組・

アイサワ工業�建設工事共同企業体が行っています。

　この区間の県道新見川上線は、道幅が狭くカーブが多い場所で、この交通難所を解消するため、

平成１５年に「正田トンネル早期実現を目指す会」を結成し、県にトンネル整備の要望を行ってい

ました。

　工事は、大型重機「ドリルジャンボ」を使った発破掘削方式で行われています。１回の発破で

約１メートル掘削でき、２月末現在で約３５メートルの掘削が完了しています。

�掘削工事の様子

ドリルジャンボ�

交通事故
に注意！！

　工事により、残土搬出のダン

プトラック、生コン車などの工

事車両の通行が増えます。「交通

事故には十分注意し ま しょ う！」

■問い合わせ先　備中県民局建設部　新見地域事業推進室　（��９１７４）

工事車両出入り口工事車両出入り口

～正田トンネル～
（仮称）
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市からのお知らせ

■
届
出
窓
口

　

市
民
課
市
民
係
、
各
支
局
お

よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先 

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
２
１
）

　

大
佐
支
局

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

神
郷
支
局

　

（
�
�
６
１
１
１
）

　

哲
多
支
局

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

哲
西
支
局

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　春は転勤や就職、入学などで異動の多い時期で

す。忙しさに追われ、つい忘れがちになるのが転

入や転出に伴う届け出です。

　手続きをしないと選挙に参加できなかったり、

国民年金を受け取れなくなったりするなどの不

利益を受けることがあります。

　また、転入、転出、転居、世帯変更の届出期間

は、法律で異動（転入・転出など）の日から１４日

以内と定められており、この期間を過ぎて届け出

を行った場合には、簡易裁判所へ通知が行われ、

過料の対象になることがありますので早めに届

け出をしましょう。

その他の手続き
（該当者のみ必要なもの）

届け出に
必要なもの

�介護保険受給資格証
明書

�旧住所地で発行され
た後期高齢者医療負
担区分等証明書

�障害者手帳

�旧住所地で発行され
た転出証明書
�印鑑
�届出人の本人確認が
できる身分証明書
 　（運転免許証、パス
ポートなど）

転
入
届

�印鑑登録証
�国民健康保険被保険
者証

�後期高齢者医療被保
険者証

�子育て支援、心身障
害者などの 医療費
受給資格証　

�転出先の正確な住所
�印鑑
�届出人の本人確認が
できる身分証明書
 （運転免許証、パス
ポートなど）

転
出
届

�国民健康保険被保険
者証

�後期高齢者医療被保
険者証

�子育て支援、心身障
害者などの医療費受
給資格証

�印鑑
�届出人の本人確認が
できる身分証明書
　（運転免許証、パス
ポートなど）

転
居
届

転
入
の
場
合
は 

転
入
届
を

　

新
見
市
へ
住
み
は
じ
め
て
か

ら
、　

日
以
内
に
転
入
の
届
け

１４

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
出
の
場
合
は 

転
出
証
明
書
の
交
付
を

　

市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

転
出
証
明
書
が
必
要
で
す
。
転

出
証
明
書
は
、
転
出
す
る
日
の

　

日
前
か
ら
交
付
を
受
け
る
こ

１４

と
が
で
き
ま
す
。
転
出
証
明
書

を
、
新
し
い
住
所
地
の
市
区
町

村
役
場
に
持
参
し
、
転
出
し
た

日
か
ら　

日
以
内
に
転
入
手
続

１４

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
の
転
居
も 

届
け
出
を

　

市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
場

合
も
、
異
動
後　

日
以
内
に
届

１４

け
出
が
必
要
で
す
。

転入転出の
届け出を
お忘れなく

転転入入転転出出のの
届届けけ出出をを
おお忘忘れれななくく
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上
水
道
課
管
理
係

　

（
�
�
８
９
７
１
）

●
学
校
の
転
校
手
続
き

　

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
、
通
学
中
の
学
校
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
場

合
や
、
転
居
で
指
定
学
校
が
変

更
と
な
る
場
合
は
、
学
校
教
育

課
か
ら
転
校
手
続
き
に
必
要
な

書
類
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
書
類
は
、
新
し
い
学
校

へ
転
校
す
る
手
続
き
に
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

（
�
�
６
１
４
６
）

●
郵
便
局
へ
の
転
居
届

　

郵
便
局
へ
転
居
届
を
す
る
と
、

１
年
間
は
転
居
先
へ
郵
便
物
を

転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
に
届
け

出
が
で
き
な
い
場
合
は
、
休
日

受
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

　

３
月　

日
�
お
よ
び
４
月
８

２５

日
�
の
２
日
間

■
開
設
時
間

　

８
時　

分
〜　

時　

分
ま
で

３０

１７

１５

■
開
設
場
所

　

市
民
課（
市
役
所
本
庁
１
階
）

■
取
扱
業
務
（
転
入
転
出
に
関

連
す
る
手
続
き
に
限
る
）

・
転
入
転
出
な
ど
住
民
票
の
異

動
手
続
き

・
国
民
健
康
保
険
証
の
交
付
お

よ
び
回
収

・
子
育
て
支
援
医
療
保
険
証
の

申
請
受
付
（
保
険
証
は
後
日

送
付
）
お
よ
び
回
収

・
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
の
受

付
な
ど

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
な
ど

※
今
回
開
設
す
る
休
日
受
付
窓

口
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

一
部
の
業
務
に
限
定
し
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
付
随
す
る

他
の
業
務
が
発
生
し
た
場
合
は
、

後
日
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
２
１
）

そ
の
他
の
手
続
き

●
水
道
休
止
の
届
け
出

　

引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ

が
ち
な
の
が
水
道
の
休
止
届
で

す
。　

転
出
し
た
後
で
も
休
止

の
届
け
出
を
行
う
ま
で
は
、
水

道
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
は
、
業
務
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
と

も
異
動
の
１
週
間
前
に
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　新見市を転出した国保被保険者でも、
学生（親からの仕送りなどで生計を維
持している場合）であれば、申請によ
り新見市国保に続けて加入することが
でき、本人に被保険者証（マル学）が
交付されます。転出の手続きの際には
マル学の申請も同時に行ってください。

転
入
転
出
な
ど
異
動
届
の

休
日
受
付
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

修学のため
新見市を転出する
新見市国民健康保
険被保険者の人へ
引き続き新見市国保に
加入することができます

　学生のため修学中の被保険者の特例

として被保険者証（マル学）の保険証

を交付している人には、３月中にマル

学の資格に関する案内文を送付します。

案内が届き次第、内容を確認し、該当

する場合は市役所かお近くの各支局ま

たは各市民センターで手続きを行って

ください。

マル学の確認をお願いします

■問い合わせ先

　市民課国保年金係（��６１２３）

◇平成２４年度の在学証明書または
　学生証の写し
◇印鑑

申請に必要な物

現在、
マル学の保険証を
交付している人へ
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■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
６
１
２
３
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
６
１
２
３
）

高
額
な
医
療
費
を
負
担
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　平成２４年４月１日から、外来診療でも「限度額適用・標準負担額減額

認定証」などを医療機関の窓口で提示すれば、医療費の支払いが一定の

金額にとどめられるようになります。

　年齢や世帯の課税状況などによって取り扱いが異なります。

医療機関の窓口で
提示するもの

事前の手続き年齢、世帯の課税状況加入保険

「被保険者証」と「限度額適
用・標準負担額減額認定証」市民課、各支局、各市民セ

ンターで「限度額適用・標
準負担額減額認定証」の交
付申請をしてください。

７０歳未満の人

国民健康
保険

「被保険者証」と「高齢受給
者証」と「限度額適用・標
準負担額減額認定証」

７０歳以上で、
非課税世帯の人

「被保険者証」と「高齢受給
者証」

必要ありません。７０歳以上で、課税世帯の人

「被保険者証」と「限度額適
用・標準負担額減額認定証」

市民課、各支局、各市民セ
ンターで「限度額適用・標
準負担額減額認定証」の交
付申請をしてください。

非課税世帯の人後期高齢
者医療

「被保険者証」必要ありません。課税世帯の人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る　

歳
か
ら　

歳
の
人
へ

７０

７４

平
成　

年
４
月
以
降
も
医
療
費
の

２４

自
己
負
担
割
合
は
１
割
で
す

　
　

歳
か
ら　

歳
の
人
で
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
１

７０

７４

割
の
人
は
、制
度
改
正
に
よ
り
平
成　

年
４
月
か
ら
自
己
負

２４

担
割
合
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、改
正

が
凍
結
さ
れ
た
た
め
平
成　

年
３
月
ま
で
１
割
に
据
え
置

２５

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の

人
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

４
月
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
自
己
負
担
割
合
が
１
割

の
高
齢
受
給
者
証
は
３
月
下
旬
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
人
は
、現
在
の
高
齢
受
給
者
証

を
そ
の
ま
ま
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※会社の健康保険などに加入している人は､加入している健康保険の窓

口にお問い合わせください。

平成２４年４月から
２割へ引き上げら
れる予定でしたが

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係（
�
�
６
１
２
９
）

　

３
月　

日
で
愛
育
委
員
の
任
期
が
終

３１

了
し
ま
す
。
現
在
の
愛
育
委
員
の
方
が

交
代
の
お
願
い
に
行
か
れ
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

愛
育
委
員
の

交
代
時
期
で
す

　

愛
育
委
員
は
、
地
区
の
中
核
と
し
て

母
子
保
健
を
基
本
に
生
涯
に
わ
た
る
健

康
づ
く
り
の
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
社

会
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
！

平成２５年３月末まで

自己負担割合
１割に据え置き

平成２４年３月末まで

自己負担割合１割
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子ども手当の
認定請求はお済み で す か

　平成２３年１０月から子ども手当の制度が変更

になったため、それまで子ども手当を受けて

いた人も新たに認定請求の手続きをする必要

があります。

　市から認定請求の案内をしている人でまだ

提出をされていない人は、早急に手続きをし

てください。

■提出期限

　３月３０日�

　期限までに申請書を提出すると平成２３年１０

月分からの支給が受けられます。

■手続きに必要なもの

　�子ども手当認定請求書

　�印鑑

　�請求者本人の健康保険証（写し）

　�請求者本人名義の通帳など（振込口座が

確認できるもの）

　�子どもと別居している場合は、子どもの

属する世帯全員の住民票

■提出先

　こども課、各支局および各市民センター

　なお、公務員の人は、勤務先での手続きが必

要となりますので、勤務先にご確認ください。

　その他くわしい内容については、市のホー

ムページをご覧いただくか、こども課までお

問い合わせください。

■問い合わせ先　
　こども課こども福祉係（��６１１５）

ごみ収集日程表
（平成２４年度）を配布します
　市報３月号の送付に併

せて、ごみ収集日程表を

お送りしています。

　不足などがありました

ら、生活環境課、各支局

および各市民センターに

備えていますので、お申

し出ください。

　ごみ収集日程表は、

新見市のホームページ

（http://www.city.niimi.okayama.jp/）でもご覧いた

だけます。

　ご家庭からごみを出されるときは、日程表を確認の

うえ、朝８時までに決められた場所に出してください。

　また、粗大ごみについては、事前に申し込んでから

出してください。

生活環境課環境保全係（��６１２４）
大佐支局（��２１１１）　　神郷支局（��６１１１）
哲多支局（��２１１１）　　哲西支局（��２１１１）

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
を
廃
車
し
た
り
、

他
人
に
譲
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
４
月
１
日
ま
で

に
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
２

日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
も
、
平
成　

年
度
の
税

２４

金
は
か
か
り
ま
す
。）

　

な
お
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
コ
ン
バ
イ
ン
、

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
や
小
型
特
殊
自
動
車
（
乗

用
運
搬
車
な
ど
）
を
お
持
ち
の
人
で
、
登
録
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
か
っ
た
り
、
買
い
替
え
や
廃
車

な
ど
を
さ
れ
た
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
先

①
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
�
以
下
）、
小
型
特

殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
）
は
税
務
課
市
民
税

係
（
�
�
６
１
１
７
）

②
軽
二
輪
・
小
型
二
輪
車
（
１
２
５
�
を
超
え
る
）

は
中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局
（
岡
山
市
中
区

藤
原
２
４
�
１　

�
０
５
０
�
５
５
４
０
�
２

０
７
２
）

③
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）
は
軽
自
動
車
検
査

協
会
岡
山
事
務
所
（
岡
山
市
北
区
久
米
１
７
７
�

３　

�
０
８
６
�
２
４
５
�
３
６
０
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課
市
民
税
係
（
�
�
６
１
１
７
）

軽
自
動
車
税
は

４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
か
か
り
ま
す

　家庭で使われているスプレー缶やカセットコンロ用

ガスボンベなどにガスが残っていると、収集作業中に

爆発する恐れがあります。

　スプレー缶などをごみ収集に出す時は、しっかり中

身を使い切って、必ず“穴”を開けて出してください。

　なお、穴を開ける時は、風通しの良い、火の気のな

い場所で行ってください。

スプレー缶などを捨てる時はきちんとガス抜きを！
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平
成　

年
産
の
新
見
市
へ
の
需

２４

要
量
に
関
す
る
情
報
が
県
か
ら
示

さ
れ
、
市
、
農
協
、
農
家
の
代
表

な
ど
で
構
成
す
る
新
見
市
農
業
再

生
協
議
会
で
は
平
成　

年
産
の
作

２４

付
目
標
面
積
の
配
分
方
法
と
配
分

率
を
決
定
し
ま
し
た
。【
表
１
】

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
水
稲
農
家

へ
、
３
月
中
に
平
成　

年
度
営
農

２４

計
画
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
農
家
の
み
な
さ
ん
の

水
稲
作
付
目
標
面
積
に
つ
い
て
は
、

所
有
（
使
用
）
水
田
面
積
の　

％
６４

で
す
。
昨
年
は
新
見
市
全
体
で　
１４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
超
過
作
付
け
で
し

た
。
平
成　

年
度
は
計
画
的
に
作

２４

付
し
、
需
給
調
整
へ
の
取
り
組
み

を
確
実
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
調
整
、
生
産
組

合
内
調
整
、
集
落
営
農
組
合
内
調

整
を
さ
れ
る
場
合
、
代
表
者
の
人

は
農
林
課
農
業
振
興
係
ま
た
は
各

支
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
戸
別 

所
得
補
償
制
度

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

２３

い
る
本
制
度
は
、
主
に
①
米
の
所

得
補
償
交
付
金
、
②
水
田
活
用
の

所
得
補
償
交
付
金
、
③
畑
作
物
の

所
得
補
償
交
付
金
の
３
つ
の
交
付

金
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
米
の
所
得
補
償
交
付
金
は
、
水

田
で
主
食
用
米
を
生
産
し
、
需
給

【表１】平成２４年度の概要

�水稲生産数量目標：６,６９７,２２４�

�新見市基準単収：５１４�/１０ a

�水稲作付面積目標：１,３１６ ha

�配分方法：定率配分（ただし、昨年全部転作の人は０.１ a）

�配分率：６４%

【表２】米の所得補償交付金

【内容】
米の生産数量目標に従って生産を行った販売農家などに対して、
１５,０００円／１０aを全国一律に交付

【事業の仕組み】

１０a当たり１５,０００円（全国一律）
米の所得補償交付金
（定額部分）

当年産の販売価格（全国平均）が標準的
な販売価格を下回った場合、その差額を
基に変動部分の交付単価を算定

米価変動補てん交付
金（変動部分）

【交付対象者】
�需給調整を達成した販売農家・集落営農組織のうち、水稲共済
加入者または前年度の出荷・販売実績のあるもの

【交付対象面積】
�主食用米の作付面積から一律10a控除して算定。

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用�

標
準
的
な
販
売
価
格�

当
年
産
の
販
売
価
格�

当
年
産
の
販
売
価
格�

米価変動補てん交付金�変動部分なし�

米の所得�
補償交付金�
（１．５万円／10a）�

《イメージ》�

【表３】水田活用の所得補償交付金

【内容】
食料自給率向上に向けて、水田を有効活用して、
麦、大豆、米粉用米、飼料用米などの生産を行
う販売農家などに対し、主食用米並み所得を確
保し得る水準を国からの直接支払いにより実施。

【交付金単価】
水田での作付面積に応じ、全国統一単価で交付

単価（１０a当たり）作物名

３５,０００円麦、大豆、飼料作物

８０,０００円
新規需要米（米粉用米、飼
料用米、WCS用稲）

２０,０００円そば、なたね、加工用米

※１地域振興作物

※１地域振興作物については、決定次第お知らせします。

単価（１０a当たり）取組名

１５,０００円
二毛作助成（主食用米と戦
略作物または戦略作物同
士の組合せ）

１３,０００円
耕畜連携助成（飼料用米の
稲わら利用、水田放牧、資
源循環の取組）

【交付要件】
実需者との出荷・販売契約などを締結すること、
出荷・販売することが要件
※需給調整の達成・未達成にかかわらず助成対象

平成２４年度

水稲水稲のの需給調整需給調整
　水稲作付目標面積の配分が　　　
　決まりました　
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（
注
）上
記
①
の
事
業
は
需
給
調
整

の
達
成
（
営
農
水
田
面
積
の　

％
６４

以
内
で
の
主
食
用
米
作
付
）
が
必

須
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

②
・
③
の
事
業
は
需
給
調
整
の

達
成
に
関
わ
ら
ず
対
象
と
な
り
ま

す
。主

役
は
農
家 

水
田
を
有
効
に
活
用

　

農
家
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
生
産
目
標
達
成
が
地
域
全
体
の

達
成
と
な
り
、
全
国
的
な
食
糧
の

需
給
安
定
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

需
給
調
整
に
取
り
組
み
、
水
田

を
有
効
活
用
し
戦
略
作
物
な
ど
を

作
付
け
す
る
こ
と
は
、
交
付
金
を

得
る
だ
け
で
な
く
作
物
の
収
穫
や

農
地
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

営
農
座
談
会

　

新
見
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

３
月
上
旬
か
ら
営
農
座
談
会
を
開

催
し
、「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。【
表
５
】

　

ま
た
、
地
区
や
集
落
営
農
単
位

で
の
説
明
に
も
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
新
農
協
農
産
課

　
　
　
  　
　

（
�
�
３
０
７
４
）

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
　
  　
　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
（
�
�
２
１
１
３
）

　平成２３年４月の森林法改正により、本
年４月以降、新たに森林の土地の所有者
となった人は市町村長への事後届け出が
義務づけられます。

■届け出対象者
　　個人・法人を問わず、売買や相続など
により、森林の土地を新たに取得した人
は、面積に関わらず届け出をしなければ
なりません。

■届け出期間
　　森林の土地の所有者となった日から９０
日以内に、取得した土地のある市町村に
届け出をしてください。

■問い合わせ先
　農林課林業振興係（��６１３４）
　岡山県備中県民局森林企画課
　（�０８６-４３４-７０５１）

調
整
を
達
成
し
た
販
売
農
家
な
ど

に
対
し
て
、
面
積
に
応
じ
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。【
表
２
】

②
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

は
、
自
給
率
向
上
の
た
め
、
水
田

を
有
効
活
用
し
て
、
戦
略
作
物
な

ど
対
象
と
な
る
作
物
の
生
産
を
行

う
販
売
農
家
な
ど
に
対
し
て
、
面

積
に
応
じ
て
交
付
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。【
表
３
】

③
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
は
、

田
ま
た
は
畑
で
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、

な
た
ね
の
生
産
を
行
う
販
売
農
家

な
ど
に
対
し
て
、
作
物
ご
と
の
品

質
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
単
価
で
、

数
量
に
応
じ
て
交
付
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。【
表
４
】

【表４】畑作物の所得補償交付金

【表５】営農座談会日程

【内容】
対象作物の生産数量目標に従って生産を行った販売農家などに対して、全国一律
単価で交付。農業者の単収増や品質向上の努力が反映されるよう数量払と営農継
続支払（面積払）を併用。

�数量払
【交付金単価】
水田での作付面積に応じ、全国統一単価（その他作物を除く）で交付

備考単位交付単価作物名

検査成績に
よる単価

円/６０�

２等１等

小麦 DCBADCBA

４,５８０４,６４０４,７９０５,２９０５,７４０５,８００５,９５０６,４５０

検査成績に
よる単価

円/６０�一般
大豆

統一単価円/６０�１０,１２０加工用

検査成績に
よる単価

円/４５�
等外・未検査３等２等１等

そば
１２,１５０１５,３６０１６,１６０１６,８７０

品種別単価円/６０�
その他キラリボシナナシキブキザキノナタネ

なたね
７,９４０８,６８０

【交付要件】
販売実績があるまたは共済加入の販売農家
等、実需者との出荷・販売契約などを締結
すること、出荷・販売することが要件。作
物によっては品質検査が必要
※需給調整の達成・未達成にかかわらず助
成対象

�営農継続支払（面積払）
農地を農地として保全し、営農を継続する
ために最低限の経費を賄うため交付
対象作物の前年産の生産面積（前年生産数
量を面積換算）に応じて、当年産の数量確
定前に交付
数量確定後、数量払交付額から差し引く。

【交付金単価】
２万円/１０a

【交付要件】
数量払いの交付
申請を行う者で、
前年産の生産面
積がある者

１等 ２等

１２,１７０ １１,４８０

３等

１０,８００

時間場所開催日

１０:００～１２:００新 見 市 総 合 福 祉
センター３F大会議室

３月７日�
１３:３０～１５:３０

１３:３０～１５:３０
や ま び こ 広 場 神 郷３月８日�

１９:００～２１:００

１３:３０～１５:３０
哲 多 総 合 セ ン タ ー３月１２日�

１９:００～２１:００

１３:３０～１５:３０
きらめき広場・哲西３月１３日�

１９:００～２１:００

１３:３０～１５:３０
おおさ総合センター３月１４日�

１９:００～２１:００

A コ ー プ ２ 階
生 活 セ ン タ ー

３月１５日�
１９:００～２１:００

森林の所有者届出制度が
４月からスタートします

《イメージ》�

交
付
額�

平均単収� 収量�

面
積
払�

数
量
払�
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■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係
（
�
�
６
１
２
８
）

　

市
が
発
注
す
る
対
象
営
業
品
目
に
係
る
物
品
購
入
お

よ
び
役
務
提
供
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業

者
の
人
（
個
人
商
店
を
含
む
）
は
、
必
ず
指
名
願
い
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
営
業
品
目

　

事
務
用
品
・
印
刷
・
図
書
／
電
気
機
械
器
具
／
医
療
・

介
護
用
品
／
自
動
車
（
車
両
販
売
・
車
検
・
修
理
・

板
金
）
／
灯
油
／
清
掃
業
務

　

※
前
記
対
象
営
業
品
目
の
う
ち
、
入
札
に
付
さ
な
い

軽
微
な
も
の
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
３
月
に
指
名

願
い
を
提
出
さ
れ
た
業
者
は
、
今
回
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　
　

　

３
月
１
日
�
〜
３
月　

日
�

３０

　

〔
受
付
時
間

：

９
時
〜　

時
（　

時
〜　

時
を
除

１６

１２

１３

く
）〕

　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　
  

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp
：
//w
w
w
.city

.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp
/

）
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

    ■
有
効
期
間　
　

　

平
成　

年
６
月
１
日
�
〜
平
成　

年
５
月　

日
�

２４

２６

３１

　

（
２
年
間
）

平
成　

年
度

２４

物
品
・
役
務
の
指
名
願
い
の

受
付
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

出
納
室
（
�
�
６
１
４
１
）

　

4
月
1
日
以
降
に
発
行
す
る
市
の
税
金
や
保
険
料
、
上

下
水
道
料
金
、
そ
の
他
各
種
使
用
料
な
ど
の
納
付
書
は
、

市
内
郵
便
局
や
中
国
５
県
内
の
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
窓
口
で
も
取
り
扱
い
さ
れ
納
付
で
き
ま
す
。（
※
農
業

共
済
な
ど
一
部
を
除
く
。）

　

取
り
扱
い
で
き
る
納
付
書
に
は
左
の
見
本
の
よ
う
に

　
　

の
記
号
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
ま
で
に
発
行
し
た
納
付
書
に
は
こ
の
記
号
も
な
く
、

取
り
扱
い
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
市
外
の
郵
便

局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
取
り
扱
い
さ
れ
な
い
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市
税
や
保
険
料
、
使
用
料
な
ど

を
郵
便
局
の
窓
口
で
も
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

公

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係
（
�
�
６
１
１
４
）

　

市
で
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
て
、
音
響
機
器
な
ど
の
各
種
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
が
自

主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く

自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
備
品
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
や
地
域
の
振
興
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
さ
れ
ま
し
た

西方ふれあい振興会西方ふれあい振興会
（音響機器）（音響機器）

布瀬振興福祉協議会布瀬振興福祉協議会
（AV・音響機器）（AV・音響機器）

大竹会（浴衣・帯など）大竹会（浴衣・帯など）
正田地域振興会正田地域振興会
（楽器など）（楽器など）

�

�

���
���

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

公
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初心者向け、
ワープロで表入り文書作成！

パソコン講座３月

主催 まなび広場にいみ

会と催し

　市では、本年４月に中国河南省信陽市 河区

へ友好交流２０周年記念訪中団を派遣いたします。

　つきましては、団員として参加していただけ

る市民のみなさんを募集します。

■訪問期間　４月２６日�～５月２日�【７日間】

■応募資格　市内に住所を有する１８歳以上の

人で、国際交流に興味があり、帰

国後本市の国際交流事業に積極的

に協力していただける人。また、

今までに新見市市民海外研修事業

の補助金を受けていない人

■募集人数　２名

■費用負担　費用の１／２を市が補助します。

（個人負担は１０万円程度の見込み）

■応募方法　総務課総務係に備え付け、または

市ホームページからダウンロード

した参加申請書により申し込んで

ください。

■提出書類　参加申請書（参加の動機・目的など）

■選考方法　書類審査および面接（面接につい

ては別途連絡します。）

■募集締切　３月１５日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０番地３

　総務課総務係　��６２０４

訪中団員募集

行政チャン ネル番組表 ３月１日～

新番組■「第８回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会のご案内」
 ※３月１６日から放送〈毎日〉７：３０・８：３０・１３：３０・１６：３０・２０：３０

■「ソフトボール教室　ピッチング基礎編」 〈毎日〉 ６：３０・１７：３０・２１：１５

■「おもしろ理科実験講座」 〈毎日〉１２：３０・１７：００・２０：００

■「みんなおいでよ！笑顔と出会える子育て広場」 〈毎日　８：２６・９：２７・１０：２７・１１：２７・１２：２７・１３：２７

■「みんなで始めよう ニュースポーツ　ディスコン編」 〈毎日〉 ９：４５・１４：４５・２１：００

■「にいみにっこりクッキング」～キッズクッキング かみかみ噛ミング 健康～ 〈毎日〉１１：００・１４：００・１８：３０
■「わが家の防火・防災　火災編」  〈毎日〉１１：４５・１６：１５・２０：４５

■「下水道で快適な生活を」  〈毎日〉１０：３０・１５：４５・１９：４５

■「安全・安心な水道水ができるまで」 〈毎日〉１０：００・１５：００・１９：００

■いざという時のために「子供の事故防止と緊急時の応急手当」  〈毎日〉 ９：００・１３：００・１８：００

■元気になろう「新見ロコモ体操」 〈毎日〉６：００・７：００・８：００・１１：３０・１２：００・１５：３０・１６：００・１７：４５・１９：３０

■郷土の偉人・太田辰五郎とは？「千屋牛物語」　 〈毎日〉２１：３０　　　　　　

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（��６１１４）

■内　　容　ワープロソフト「ワード」で表・

図・飾り文字を使った文書作成（３

回連続）

■対　　象　パソコンで文字（かな・数字）を入

力できる人

■日　　時　３月２８日�、２９日�、３０日�

　　　　　　時間はいずれも１０：００～１２：００

■会　　場　まなび広場にいみ２階パソコン教室

■参 加 費　１,０００円（テキスト代別途）

■定　　員　１６名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（パソコン講座３月「ワープ

ロの基礎」）、郵便番号、住所、氏名、

年齢、電話番号を記入して、ハガキ

または電話、ＦＡＸでお申し込みく

ださい。また、まなび広場にいみ受

付にも申込用紙を用意していますの

でご利用ください。

■申込締切　３月１５日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０番地３

　生涯学習課生涯学習係　��６１４７・��６１２０

新見市・信陽市 河区友好交流２０周年記念
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私
が
子
ど
も
の
頃
の
新
見
中
央
商
店
街

（
銀
座
通
り
）
は
、
夏
の
毎
週
土
曜
日
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
商
店
は
出
店
を
出
し
、
バ
ン

ド
演
奏
、
ピ
エ
ロ
、
ミ
ニ
S
L
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
毎
週
土
曜
日
が
楽

し
み
で
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
可
愛

が
ら
れ
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
の
地
域

が
大
好
き
で
し
た
。
私
も
３
児
の
親
父
と

な
り
、
今
度
は
恩
返
し
を
す
る
番
と
思
い

地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
て
い
た
だ
き
新
見
中
央
商
店
街

振
興
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
商
店
街
は
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
活
気
が
無
く
な
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

老
朽
化
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
し

た
。　

数
年
間
地
域
の
顔
で
も
あ
り
、小
・

５０

中
・
高
生
の
通
学
路
で
も
あ
っ
た
、
思
い

出
の
多
い
「
ア
ー
ケ
ー
ド
」
は
、
老
朽
化

に
よ
り
支
柱
な
ど
が
腐
っ
て
し
ま
い
、
安

全
・
安
心
の
面
で
も
非
常
に
危
険
な
状
態

に
な
り
ま
し
た
。「
ア
ー
ケ
ー
ド
が
無
く
な

れ
ば
更
に
活
気
が
な
く
な
る
の
で
は
」
な

ど
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
一
人

が
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う

す
る
事
も
で
き
な
い
状
況
の
中
、
地
域
が

一
丸
と
な
り
、
ま
た
、
商
工
会
議
所
・
新

見
市
な
ど
の
協
力
に
よ
り
撤
去
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
丸
と
な
る
こ
と
で
形

が
で
き
た
の
で
す
。

　

３
月
２
日
〜
６
日
、「
新
見
ひ
な
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
銀
座
通
り
で
は
、
各

家
・
各
商
店
で
雛
人
形
な
ど
の
展
示
、
ワ

ゴ
ン
セ
ー
ル
、
新
見
・
津
山
・
真
庭
市
合

同
の
市
場
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
４
日
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協

力
に
よ
り　

数
年
ぶ
り
に
「
車
両
通
行
止

２０

め
」
を
行
い
ま
す
。
お
越
し
い
た
だ
く
み

な
さ
ん
に
安
全
・
安
心
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
れ
？
地
域
が
一
丸
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
た
一
つ
形
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
！
い
っ
し
ょ
に
考
え
行
動
に
移
す
こ
と

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
「
活
気
」
を
取
り
戻

し
て
い
る
、「
土
曜
夜
市
」
復
活
！
自
分

た
ち
の
子
ど
も
に
も
同
じ
経
験
を
さ
せ
、

自
分
た
ち
が
愛
し
て
い
る
地
域
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
こ
の
地

域
を
愛
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
や
支
え
に

よ
り
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
形
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

　

受
験
の
時
、
初
め
て
新
見
に
来

た
時
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
ど
こ
か
自
分
が

暮
ら
し
て
い
た
島
根
に
似
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
の

一
人
暮
ら
し
に
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
い
く
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
と
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
見
で
好
き
な
風
景
は
、
紅
葉
と
雪
景
色
で
す
。
島
根
で
は
、

宍
道
湖
か
ら
眺
め
る
夕
日
や 
愛
宕
山 
の
桜
が
好
き
で
す
が
、

あ
た
ご
や
ま

山
々
に
囲
ま
れ
た
新
見
の
紅
葉
や
雪
景
色
は
、
懐
か
し
さ
を
感

じ
、
郷
愁
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
新
見
の
文
化
や
生
活
習
慣
に
興
味
を
も
ち
始
め

た
時
に
、
土
下
座
ま
つ
り
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
お

祭
り
な
の
か
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
在
籍
す
る
地
域

福
祉
学
科
で
は
、
毎
年　

月　

日
に
行
わ
れ
る
土
下
座
ま
つ
り

１０

１５

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
お 
囃  
子 
に
合
わ
せ
て
お 
神  
輿 
を
担
い
だ

は
や 

し 

み 

こ
し

り
、
地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
接
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
で
は
新
見
で
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
、
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
介
護
の
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 田  原 　 宰    さん
た ばら つかさ

［新見］ ３７歳　自営業

筆者は写真中央

地域活動を通じて

新
見
公
立
短
期
大
学

地
域
福
祉
学
科
１
年

 
高  
砂   
恭  
子   
さ
ん

た
か 

さ
ご 

き
ょ
う 

こ

（
出
身 ‥

 
島
根
県
出
雲
市
）



市報にいみ 第８４号
March 2012��

南 か ら

Hello everyone, this is Bryan Witte again. It's my 5th 
year in Niimi and just like you, I am looking forward 
to spring. Recently, I have been re-exploring the city. 
In addition to skiing, (I have visited Ibuki no sato 5 
times this year) I have been trying to appreciate the 
outside edges of our home. There are few more 
satisfying experiences than enjoying soba that you 
made yourself on a cold winter day. I took a couple of 
friends to the soba making taiken at Inakaya in 
Kusamadai. I like to take them there after visiting 
Ikura cave and Maki cave, but they were afraid they 
would freeze in there. Inside the caves were probably 
warmer than outside! 
Next stop I plan to go is Yume suki koen to make 
paper fans doing kamisuki and finishing the day with 
handmade komeko pizza. I hope you get the chance to 
take your friends and family around town to take 
pride in all the wonderful things Niimi has to offer. I 
know I do!

北

か

ら

第　

通
８４

岩井　賢 さん
大阪府吹田市（出身：哲多町本郷）

　

昨
年
月
食
は
四
角
い

空
を
見
上
げ
て
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
東
の
空
は

薄
赤
く
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
阪
市
内
の
ネ

オ
ン
の
光
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
も
美
し
い
時

が
あ
り
ま
す
。
朝
日
、
夕
日
が
照
ら
す
一
時
、

天
空
に
浮
き
上
が
っ
た
ビ
ル
で
す
。ま
た
、
洗
濯
物
の
は
た
め

く
時
、
数
百
戸
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
生
活
感
、
雨
の
中
で
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
フ
ト
ン
な
ど
笑
い
ま
す
よ
、泣
け
ま
す
よ
。

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
水
車
小
屋
、
古
民
家
の
美
味
し

い
処
、
そ
ば
処
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
田
舎
の
良
さ
で
す
。中

学
、高
校
の
同
窓
会
に
出
席
し
ま
し
た
。「
絆
」多
く
な
つ
か
し

い
友
人
と
新
見
で
の
宴
の
１
日
で
し
た
。
で
も
１
人
２
人
と

欠
け
て
き
ま
す
。悲
し
い
年
代
で
す
。大
阪
に
住
む
私
達
、
帰

り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
友
も
い
る
の
も
事
実
で
す
。
美
し
く
て

好
き
な
新
見
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

故
郷
で
す
。�
あ
り
が
と
う
�

郷
、
新
見
市
、
思
い
出
の
多
い
町
で
す
。大
阪
に
生
ま

れ
、
戦
争
と
い
う
火
の
下
で
哲
多
町
本
郷
に
帰
り
、

　

歳
で
大
阪
Ｓ
社
に　

年
、Ｆ
社
に　

年
、約　

年

１８

４０

１１

５０

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
墓
地
は
有
馬
温
泉
に
有
り
と
言
う
実
家

の
な
い
故
郷
の
な
く
変
わ
っ
た
人
生
で
す
が
、
元
気
で
す
。
実

家
と
故
郷
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
見
の
神
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
の
で
す
。
妻
は
正
田
か

ら
、
義
兄
は
小
岸
に
家
を
建
て
た
の
で
す
。新
見
は
美
し
い
駅

前
の
橋
か
ら
見
る
城
山
の
桜
、
そ
ー
っ
と
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
で
の

ぞ
い
て
下
さ
い
。
ひ
と
味
違
っ
た
景
色
で
す
。
城
山
か
ら
見
え

る
上
・
下
の
高
梁
川
、こ
れ
も
好
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。見
慣

れ
た
風
景
で
し
ょ
う
が
田
畑
が
減
り
四
角
家
が
多
く
な
り
か

け
ま
し
た
。山
々
は
緑
で
す
が
、
文
化
と
言
う
名
の
下
で
川
は

よ
ご
れ
魚
も
減
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
釣
り
糸
を
た
ら
し
た
若
者

が
い
ま
せ
ん
ね
。
オ
ッ
チ
ャ
ン
も
い
ま
せ
ん
。
田
畑
で
働
い
て
い

る
人
も
？
近
寄
っ
て
立
ち
話
す
る
人
ま
で
い
ま
せ
ん
。
車
社
会

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。残
念
で
す
。

★

故

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
さ
ん

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
・
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州 

勤
務
先：

唐
松
小
、草
間
台
小
、明
新
小

　みなさんこんにちは、ブライアン・ウィッティです。

新見は５年目です。みなさんもそうだと思うけど春が待

ち遠しいです。

　最近、僕は市内を再探検しているんです。スキー以外

にも（今年はいぶきの里スキー場に５回行きました）、市

内の良いところを見つけています。中でも、寒い冬の日

に、自分で打ったそばを食べることに勝るものはあまり

ないですね。草間台にある“田舎屋”のそば打ち体験に

友だちを連れて行きました。その前に“井倉洞”と“満

奇洞”にも行ったんですが、中ではみんな怖がってなか

なか動けなかったです。鍾乳洞の中は外より暖かかった

ですよ！

　次は、神郷の“夢すき公園”で紙すき体験をしてうち

わを作ったり、哲西で“米粉ピザ作り”に挑戦する予定

です。みなさんも新見が誇れるすばらしいものを、友だ

ちや家族の人といっしょに見つけてみてください。僕も

探してみます！

筆者は左から２番目
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雛まつりに市民も参加
●「にいみ雛まつり」石びな作り

　２月２日�、まなび広場にいみで「平成23年
度 新見 農と地域を考えるつどい」が開催され、
農業経営者の活動実績発表や講演会などが行わ
れました。
　また、新見高校生物生産科の生徒がミツバチ
飼育についての研究発表を通して、自然と環境
を守る農業の重要性を訴えました。

　２月７日�、第６７回国民体育大会スキー競技会に出
場する、成年女子Aの名越由佳選手（西方）と、少年男
子の須田恭祥選手（神郷油野）の壮行会を行いました。
　壮行会では、中田教育長、塩飽新見市体育協会長か
ら両選手に温かいエールが送られました。

　２月１７日�、太池邸で「石びな作り教
室」が開催されました。多くの人が参加
し色鮮やかな石びなを作りました。
　この「石びな」は、３月２日�から６
日�まで開かれる「にいみ雛まつり」で、
新見中央商店街の店先などに飾られ、ま
つりに花を添えてくれます。

　１月２９日�、神郷第一スキー場で「第４３
回新見市長杯スキー大会・第９回新見市長
杯スノーボード大会」が開催され、小学生
から大人まで、４９選手が参加しました。
　この日の競技は大回転種目で行われ、参
加者たちは雪煙を上げながら、傾斜のある
難しいコースを果敢に攻めていました。

農業経営者らが活動実績を発表
●新見 農と地域を考えるつどい

攻めの滑りで上位を狙う
●国民体育大会スキー競技出場選手壮行会

難コースを果敢に攻める
●市長杯スキー・スノーボード大会
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　２月１８日�、まなび広場にいみ学習室で「ス
テップアップ講座」を開催し、市民約３０人が参加
しました。
　講師にフリーアナウンサーの 森  田  恵  子 さんをお

もり た けい こ

招きし、「好感度アップ～思いやりのコミュニ
ケーション～」と題した講演が行われ、参加者は
初対面での会話や、職場でのコミュニケーション
の方法を学びました。

心地よいコミュニケーションを身につける
●ステップアップ講座

　２月２０日�から３月３日�まで、きらめき
広場・哲西で「第３回　哲西きらめきひな祭
り」が開催されています。
　市内外から提供された５段飾りや７段飾り
のひな人形のほか、広島県三次市に伝わる
「三次人形」や掛け軸など約５００点以上が展示
されています。　市内外からたくさんの人が
訪れ、一足早い春を楽しんでいました。

　２月２０日�、阿新農協から新見市に、交通安全機器の寄贈
（雨傘１５０本、夜行タスキ２６０本、横断旗２００本など）されました。
　寄贈された雨傘や夜行タスキは新入学児童に配付し、横断
旗は交差点に設置してある旗の更新に活用されます。これに
より、「安全・安心なまちづくり」に向け、交通安全の意識
が高まることが期待されます。

さらなる地域発展を目指して
●小林県議会議員へ県土木関係事業要望書を提出

交通事故防止に役立てて！
●阿新農協から交通安全機器の寄贈

一足早い春を楽しむ
●第３回哲西きらめきひな祭り

　２月２０日�、岡山県の土木関係事業について、新見市と新
見市議会から、小林県議会議員へ要望書が手渡されました。
　これは正田トンネルや備北新線などの大型事業に一定の目
途がたったことに伴い、この地域のさらなる発展のために、
新たな公共事業の早期事業化を要望したものです。
　これに対し小林議員は、中長期的な懸案事項もあるが、市
が長年進めてきたことをサポートさせていただき、ご指導を
いただきながら進めていきたいと話されました。
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②
布
団
や
洗
濯
物
は
、
な
る
べ
く
外
干

し
を
控
え
る
。（
外
干
し
し
た
場
合
は
、

取
り
込
む
時
に
必
ず
よ
く
は
た
き
、

掃
除
機
で
花
粉
を
取
り
除
く
。）

　

花
粉
症
予
防
は
、

　

ま
ず
日
々
の
健
康
管
理
か
ら
…

�
体
力
低
下
や
自
律
神
経
の
働
き
が
悪

く
な
る
と
、
花
粉
症
が
ひ
ど
く
な
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
十
分
な
睡
眠
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
、

体
調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

気
に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

　

医
療
機
関
で
受
診
を
…

�
花
粉
症
は
、
か
ぜ
と
間
違
わ
れ
た
り
、

他
の
原
因
に
よ

る
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。
勝

手
な
自
己
判
断

を
せ
ず
、
気
に

な
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
早
め
に

医
療
機
関
で
受

診
し
、
正
し
い

治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

　

（
�
�
６
１
２
９
）

　

（
ウ
ー
ル
や
ニ
ッ
ト
は
花
粉
が
つ
き

や
す
い
。）

③
帰
宅
後
は
玄
関
前
で
花
粉
を
落
と
し
、

室
内
に
花
粉
を
運
び
込
ま
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。

④
毎
日
の
天
気
情
報
を
参
考
に
す
る
。

�
最
高
気
温
が　

℃
以
上
で
、
湿
度
の

１５

低
い
日
は
、
花
粉
量
が
多
く
な
る
の

で
、
要
注
意
！

�
風
の
強
い
日
は
遠
方
か
ら
花
粉
が
運

ば
れ
、
花
粉
量
が
増
え
る
の
で
、
外

出
は
控
え
め
に
す
る
。

⑤
外
出
時
間
を
工
夫
し
よ
う
。

�
１
日
の
う
ち
、
昼
か
ら　

時
ま
で
は
、

１５

花
粉
量
が
最
も
多
い
時
間
帯
と
い
わ

れ
る
た
め
、
外
出
は
朝
も
し
く
は
夕

方
が
望
ま
し
い
。

室
内
で
の
対
策

①
花
粉
が
家
の
中
に
入
り
込
ま
な
い
よ

う
、
で
き
る
だ
け
窓
や
戸
を
閉
め
て

お
く
。（
換
気
す
る
場
合
は
、
花
粉
の

飛
散
量
が
少
な
く
な
る　

時
以
降
が

１５

望
ま
し
い
。）

　

日
本
人
の
花
粉
症
の
主
な
原
因
は
、

ス
ギ
の
花
粉
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花

粉
症
予
防
の
一
番
の
対
策
は
、
原
因
と

な
る
花
粉
を
な
る
べ
く
避
け
る
こ
と
で

す
。
花
粉
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
の
対
策

①
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
使
用
し
、
花
粉

が
鼻
や
眼
に
な
る
べ
く
入
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。
帽
子
を
か
ぶ
る
の
も
効

果
的
。

②
衣
類
は
、
表
面
が
滑
り
や
す
い
ツ
ル

ツ
ル
し
た
生
地
が
望
ま
し
い
。

花
粉
症
に

 

備
え
ま
し
ょ
う

　

花
粉
症
と
は
、
花
粉
が
原
因
で
起
こ

る
過
敏
症
（
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）
で
、

花
粉
が
体
内
に
入
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
遺
伝
的
な

体
質
（
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
）
や
生
活
環

境
が
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
鼻
や
眼
に
現
れ
（
く
し

ゃ
み
・
鼻
み
ず
・
鼻
づ
ま
り
・
眼
の
か

ゆ
み
）、か
ぜ
の
症
状
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
花
粉
が
大
量
に
飛
散
す
る
と
、
の

ど
の
か
ゆ
み
や
咳
が
で
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

人
に
よ
っ
て
は
、
の
ど
や
気
管
支
、

皮
膚
、
胃
腸
な
ど
全
身
に
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
と
は
？

花
粉
症
の
症
状
は
？

花
粉
症
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！
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小児 救急医療
電話相談

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状に
ついて当番の小児科医または看護師等が電話で相談
に応じるとともに受診等について適切なアドバイス
を行います。

■電話番号

　＃８０００ または ０８６－２７２－９９３９
　※＃８０００については、携帯電話およびプッシュ回
　　線固定電話のみご利用できます。
■相談日時　�平日：１９：００～２３：００ 
　　　　　　�土曜、日曜、祝日： １８：００～２３：００
　　　　　　　（および１２月２９日 ～翌年１月３日）
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね１５歳以下の
　　　　　　子どもおよびその保護者

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （��６１３０）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

診療時間：１９：００～２１：００

●ＢＡＢＹすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）
対象児時間会場曜日月日

平成２３年
７月生・

８月生・９月生
１３：００～１３：１５

  新見市
  保健福祉
  センター

月３月１９日

●3歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成２０年
８月生

１３：００～１３：３０
  新見市
  保健福祉
  センター

火３月２７日

担当病院

３月４日（日）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
庄原市　東城病院 �０８４７７�２１５０
真庭市　勝山病院（内・外） �０８６７�３１６１
真庭市　前原医院（内） �０８６７�５２６７
真庭市　吉弘クリニック �０８６６�２７０４

３月１１日（日）
新見市　太田病院 ��０２１４
庄原市　こぶしの里病院 �０８４７７�５２５５
真庭市　落合病院（内） �０８６７�１１３３
真庭市　金田病院（外） �０８６７�１１９１
真庭市　片岡医院（内） �０８６７�３４００

３月１８日（日）
新見市　渡辺病院 ��２１２３
庄原市　日伝医院 �０８４７７�２１８０
真庭市　近藤病院（内・外） �０８６７�２６７１
真庭市　まつうら医院（内） �０８６７�５６８６
真庭市　さとう医院（外） �０８６６�９８９８

３月２０日（火）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
庄原市　三上クリニック �０８４７７�１１５１
真庭市　河本病院（内・外） �０８６７�２１２１
真庭市　谷田医院（外） �０８６７�３６１６

３月２５日（日）
新見市　長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市　こぶしの里病院 �０８４７７�５２５５
真庭市　湯原温泉病院（内・外） �０８６７�２２２１
真庭市　金田病院（内・外） �０８６７�１１９１

４月１日（日）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
真庭市　金田病院（内・外） �０８６７�１１９１
真庭市　松坂医院（内） �０８６７�３３００

（庄原市について３月１日現在では未定です。庄原
市役所 東城支所 市民生活室 �０８４７７-２-５１３１へお
問い合わせください。）

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）
※受付時間　９：００～１６：００　

内科

歯科

■問い合わせ先

　健康づくり課親子保健係（��６１２９）

●９～１０か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成２３年
４月生

１３：００～１３：３０
  新見市
  保健福祉
  センター

木３月８日

●2歳6か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成２１年
７月生・
８月生

１３：００～１３：３０
  新見市
  保健福祉
  センター

水３月７日

●１歳６か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成２２年
８月生

１３：００～１３：１５
  新見市
  保健福祉
  センター

火３月１３日

対象者：5～8か月の乳児をもつ保護者
内　容：①離乳食のすすめ方
　　　　　栄養士の講話、離乳食の実演、試食
　　　　②小児科医師の講話
　　　　　「乳児期に気をつけたい病気のお話」
　　　　　岡山大学医学部　小田　慈　教授
　　　　③育児相談、体重測定（希望者）
持参するもの：
　　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶、バスタオル



��市報にいみ 第８４号
March 2012

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ ィ 
ア
を 

募
集
し
ま
す

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
年
海
外

協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
平
成　

年
度
春
募
集

２４

を
行
い
ま
す
。
岡
山
県
で
は
、

体
験
談
＆
説
明
会
を
岡
山
市
北

区
奉
還
町
岡
山
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
無
料
、
予
約
不
要
、

入
退
室
自
由
）

■
青
年
海
外
協
力
隊

　

４
月
８
日
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１６

３０

１８

３０

　

４
月　

日
�

１８

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

４
月
８
日
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

　

４
月
１
８
日
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
中
国
国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
）

　

�
０
８
２
�
４
２
１
�
６
３

０
５

　

（h
ttp
://w

w
w
.j
ica
.g
o
.jp
/

v
o
lu
n
teer/ap

p
licatio

n
/

）

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の 

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
み
な
さ
ん
が
加
入
す
る
健

康
保
険
で
す
。

　

平
成　

年
３
月
分（
４
月
納

２４

付
分
）か
ら
岡
山
支
部
の
健
康

保
険
料
率
は
現
行
の
９ . 
５
５

％
か
ら
１
０ .
０
６
％
に
変
わ

り
ま
す
。（
※
任
意
継
続
被
保
険

者
の
人
は
平
成　

年
４
月
分
保

２４

険
料
か
ら
変
更
）

　

ま
た
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

６４

の
人
は
介
護
保
険
料
率
も
現
行

の
１ .
５
１
％
か
ら
１ .
５
５

％
へ
変
わ
り
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
に

つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
に
お

い
て
、
都
道
府
県
ご
と
に
地
域

の
医
療
費
を
反
映
し
算
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

�
０
８
６
�
８
０
３
�
５
７

８
０

　

（h
ttp
://w

w
w
.k
y
o
u
k
a
i

k
e
n
p
o
.o
r.jp
/

）

平
成　

年
度
国
家
公
務
員 

２４

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

人
事
院
は
、
平
成　

年
度
か

２４

ら
の
国
家
公
務
員
採
用
試
験
に

つ
い
て
、
従
来
の
Ⅰ
種
試
験
、

Ⅱ
種
試
験
、
Ⅲ
種
試
験
を
廃
止

し
て
、
総
合
職
試
験
、
一
般
職

試
験
、
専
門
職
試
験
、
経
験
者

採
用
試
験
か
ら
な
る
新
た
な
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
職
試
験
は
「
院
卒
者
試

験
」
お
よ
び
「
大
卒
程
度
試

お
し
ら
せ

験
」
の
２
種
類
の
試
験
を
、

一
般
職
試
験
は
「
大
卒
程
度

試
験
」、「
高
卒
者
試
験
」
お

よ
び
「
一
般
職
試
験
（
社
会

人
試
験
（
係
員
級
））」
の
３

種
類
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
）

の
う
ち
法
務
区
分
と
総
合
職

試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の

う
ち
教
養
区
分
は
秋
に
実
施

し
ま
す
。

○
専
門
職
試
験
は
、
従
前
の　
１１

種
類
か
ら　

種
類
と
な
り
ま

１５

す
。

○
経
験
者
採
用
試
験
（
民
間
企

業
な
ど
に
お
け
る
有
為
な
勤

務
経
験
な
ど
を
有
す
る
者
を

係
長
以
上
の
職
へ
採
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
）
は
秋

に
実
施
し
ま
す
。

※
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
く
わ

し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
中
国
事
務
局

　

〒
７
３
０
�
０
０
１
２

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
掘
６
�

　

（
�
０
８
２
�
２
２
８
�

３０１
１
８
３
）

　

（h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp

/ch
u
g
o
k
u

）

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
の 

参
加
青
年
を
募
集
し
ま
す

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界

各
国
の
青
年
の
交
流
を
通
し
て
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
青
年

を
育
成
す
る
た
め
平
成　

年
度

２４

の
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

訪
問
国
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ラ
オ
ス
、
ラ

ト
ビ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
バ
ー

レ
ー
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

ト
ル
コ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
で
す
。
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岡
山
県
に
お
け
る
申
込
受
付

期
限
は
３
月　

日
�
で
す
。

３０

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
県
民
生
活
部
男
女
共

同
参
画
青
少
年
課

　

�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
５

５
７

　

※
概
要
お
よ
び
応
募
書
類
な

ど
は
、内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.c
a
o
.g
o
.jp
/

k
o
ry
u
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
・
安
心
・
確
実

な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
安
心
、

確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め

し
ま
す
。　

ま
た
、口
座
振
替
の

な
か
に
は
割
引
の
あ
る
お
得
な

振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出

印
）
の
う
え
お
近
く
の
年
金
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
融
機
関
窓
口
で
も
申

し
込
み
が
可
能
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構 

高
梁
年
金

事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
０
５
７
２
）

心
の
健
康
相
談
を 

開
催
し
ま
す

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。　

■
日
時
（
４
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

康
相
談

　

４
月
５
日
�

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

４
月　

日
�

１３

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１６

３０

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
５
６
９
１
）

新
見
市
男
女
共
同
参
画 

プ
ラ
ザ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
十

分
発
揮
し
て
、
共
に
歩
み
、
共

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
（
男

女
共
同
参
画
社
会
）
づ
く
り
の

た
め
の
施
設
と
し
て
、
み
な
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

女
性
相
談
員
が
、
対
人
関
係

や
家
庭
の
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

色
々
な
情
報
が
手
に
入
り
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情

報
紙
や
、
図
書
、
ま
た
、
貸
出

用
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
備
え
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

新
見
市
新
見
１
２
３
�
２

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
２
階

　

メ
デ
ィ
ア
フ
ロ
ア
ー
南
側

■
開
設
時
間

　

毎
週
水
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

時
〜　

時

１０

１８

�����������

　

電
話
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

（
�
�
６
１
５
９
）

　

（h
ttp
://w

w
w
.city

.n
iim
i.

o
k
a
y
a
m
a
.jp
/

）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ

　

（
�
�
６
１
５
９
）

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

好評分譲中！

　新見小岸住宅団地（５区画）・西方郷原住宅団

地（６区画）を分譲しています。新見市で自然環

境と調和した、ゆとりと潤いのある暮らしをしませ

んか。

■問い合わせ先　

　新見市土地開発公社（総務課内） （��６１２８）

新見小岸住宅団地西方郷原住宅団地
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図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

３月１０日�　１４：００～　子ども映画会（哲西）

　　　　　　１４：００～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　　１５：００～　こども映画会（新見）

３月１７日�　１０：００～　早春歴史講座（新見）

３月２２日�　１０：００～　読書ボランティア連絡会議（新見）

●臨時休館のお知らせ
　�学術交流センター図書館
　　３月１２日�　入試のため
　　３月１３日�～１９日�　蔵書点検のため

●新見図書館では読書ボランティアを募集して
　います。
　興味のある方は、３月２２日�の読書ボランティア
　連絡会議にご参加ください。

新見図書館おすすめの本

下山の思想
 五  木 　 寛  之 ／著　　幻冬舎　２０１１年
いつ き ひろ ゆき

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この６施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この６施設が所蔵する図書などに限ります。

インド大帝国の冒険　マジック・ツリーハウス３１
メアリー・ポープ・オズボーン／著　　メディアファクトリー　２０１１年

星月夜
 伊  集  院 　 静 ／著　　文藝春秋　２０１１年
い じゅう いん しずか

　ジャックとアニーは世界にた
ったひとつの「バラの形のエメ
ラルド」を手に入れるために、
１７世紀のインドへ旅立つ。だが、
そこにはおそろしいキングコブ
ラが待ち受けていて…。

　敗戦から見事に登頂を果たし
た今こそ、実り多き「下山」を
思い描くべきではないか。諦め
の行動でなく新たな山頂に登る
前のプロセスとして「下山の思
想」を説き、未曾有の時代にど
う生きていくか、究極のヒント
を示す。

休館日�■■新見図書館
新見市新見８２３ -１ （��２８２６  Ｆ ＡＸ�２８２６）
（開館時間１０：００～１８：００　日・祝…１０：００～１７：００）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部１４６９ -１ （��２３０４  Ｆ ＡＸ�２３４５）
（開館時間１０：００～１８：００　日・祝…１０：００～１７：００）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代３９３６ （��６１１０  Ｆ ＡＸ�６１１０）
（開館時間１０：００～１８：００）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田３６０４ （��２１１０  Ｆ ＡＸ�２１００）
（開館時間９：００～１９：００）

休館日�■■哲多総合センター図書コーナー
新見市哲多町本郷６６４�１ （��２０１０  Ｆ ＡＸ�３６７４）
（開館時間９：００～１７：００）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方１２６３ -２ （��０６６４  Ｆ ＡＸ�０６６４）
http://www.lib.niimi-c.ac.jp/Library/index.aspx

３
月
の
休
館
日

土金木水火月日

３２１

１０９８７６５４

１７１６１５１４１３１２１１

２４２３２２２１２０１９１８

３１３０２９２８２７２６２５

７６５４３２４
１

でんせつのきょだいあんまんをはこべ
サトシン／作　講談社　２０１１年

　アリたちは「あんまん」とい
うロマンにすべてをかけた…!

あんまんをまるごと運ぶという、
不可能に思える挑戦に命をかけ
て挑んだ、アリたちの勇気と知
力と努力の物語。

　東京湾で発見された若い女
性と老人の遺体。地を這うよ
うな捜査が、遠い昔に見上げ
た星空の美しくも哀しい記憶
を呼び起こす…。
※『大人の流儀』『大人の流儀・
続』もおすすめです。
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新見美術館

な
ど
注
目
を
集
め
ま
す
。
平
成
４
年
（
１

９
９
２
）、
日
本
工
芸
会
正
会
員
と
な
り
、

平
成　

年
（
１
９
９
８
）
に
は
新
見
市
指

１０

定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
、
そ
の
後

日
本
伝
統
工
芸
中
国
支
部
展
の
審
査
員
や

岡
山
県
展
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、
岡

山
を
代
表
す
る
木
工
芸
家
と
し
て
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
備

中
漆
の
普
及
や
後
進
の
指
導
・
育
成
に
も

尽
力
し
、
平
成　

年
度
に
は
岡
山
県
文
化

２１

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、　

年
に
わ
た
る
創
作
活
動

３５

の
中
か
ら
、
日
本
伝
統
工
芸
展
や
同
中
国

支
部
展
で
の
入
賞
・
入
選
作
品
を
中
心
に

約　

点
を
紹
介
し
ま
す
。

６０

新見市西方３６１番地（��７８５１）

　

新
見
市
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・

川
野
正
毅
氏
は
、
昭
和　

年（
１
９
４
１
）に

１６

新
見
市
井
倉
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
手
先
が
器
用
で
木
工
芸
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
昭
和　

年
（
１
９
７
７
）、

５２

木
工
芸
家
・
森
田
翠
玉
氏
（
岡
山
県
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
）
に
師
事
し
ま
す
。
昭
和

　

年
（
１
９
８
１
）
に
は
岡
山
県
展
に
初
出

５６品
し
初
入
選
、
以
後
連
続
入
選
・
入
賞
を
重
ね
、

地
域
奨
励
賞
や
山
陽
新
聞
社
大
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
頭
角
を
現
し
ま
す
。
平
成
２
年
（
１

９
９
０
）
に
は
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社

を
辞
め
、
本
格
的
に
木
工
芸
の
道
に
進
み
ま

す
。
そ
の
後
、
日
本
伝
統
工
芸
展
で
の
日
本

工
芸
会
奨
励
賞
を
は
じ
め
、
同
中
国
支
部
展

で
は
日
本
工
芸
会
賞
や
金
重
陶
陽
賞
に
輝
く

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
Ⅴ 

▼
３
月
２
日
�
〜
４
月　

日
�
ま
で

１５

 

川
野
正
毅
木
工
芸
展 

欅造輪花菓子器
第５９回岡山県展 山陽新聞社大賞受賞

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地（��２４４４）

開館時間�９：３０～１７：００
休 館 日�毎週月曜日

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…４００円（３５０円）　高校生…２００円（１５０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

〈
企
画
展
〉む
ら
か
み
よ
し
こ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展

　

前
作
「
生
命
の
ま
ほ
ろ
ば
法
曽
」「
生
命

の
夜
明
け
法
曽
」
に
続
く
法
曽
シ
リ
ー
ズ

の
第
３
作
目
。
こ
れ
ら
は
法
曽
の
大
地
に

生
き
る
す
べ
て
の
生
命
へ
の
賛
歌
で
す
。

　

作
品
は
羊
の
毛
を
手
紡
ぎ
、
豊
か
な
自

然
の
色
を
頂
い
た
草
木
染
、
細
か
な
絵
柄

を
丁
寧
に 
綴 
れ
織
り
し
て
制
作
。
草
木
の

つ
づ

 
醸 
し
出
す
多
様
な
美
し
い
色
彩
と
手
織
の

か
も暖

か
い
感
触
が
、
画
面
で
躍
動
す
る
生
命

を
慈
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
会
場
に
は

法
曽
３
部
作
を
一
堂
に
展
示
、
ま
た
作
品

の
絵
柄
を
挿
絵
に
し
て
創
作
し
た
「
手
作

り
絵
本
」
も
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「 
生
命 
白
い
竜
に
な
っ
て
」

い
の
ち

（ 
法
曽 
ま
ほ
ろ
ば
Ⅲ
）

ほ
う
そ

夜
半
す
ぎ
に
白
い
霧
が
た
ち
の
ぼ
り　

あ
た
り
を
包
む
と
き
、
見
慣
れ
た
景
色
が

見
知
ら
ぬ
異
界
に
変
わ
る
。

霧
は　

こ
の
地
に
生
き
る
も
の
た
ち
の

息
を
あ
つ
め
て
形
作
ら
れ
て
き
た
。

遠
い
昔
か
ら
く
り
返
さ
れ
て
き
た　

命
の
い
と
な
み
の
息
を
あ
つ
め
て
。

　

「
生
命
白
い
竜
に
な
っ
て
」
は　

法
曽
の

山
や
空
や
川
や
谷
間
の
す
べ
て
の
生
命
の

息
づ
か
い
が
ま
じ
り
あ
い
、
壮
大
な
生
命

の
舞
い
を
繰
り
広
げ
、
白
い
竜
に
な
っ
て

明
け
方
天
空
に
昇
っ
て
い
く
様
子
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�毎週月曜日

●観覧料
　一　般…５００（４００）円　中高生…２５０（２００）円
　小学生…１５０（１００）円※市内小中学生は観覧無料
　（　）内は１５人以上の団体料金

岡
山
県
文
化
奨
励
賞

受

賞

記

念

●ワークショップ「木工芸に親しむ」を開催します
　日　時：３月１７日�　１３：３０～１５：００
　講　師：川野正毅氏、小椋芳之氏
　定　員：小学生親子２０組
　参加費：５００円（材料費含む）

会
期
▼
３
月
１
日
�
〜
６
月
３
日
�
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木 金 土

新
見 
市

行
事 
予 
定
３／１から

４／７まで

THU FRI SAT

３
確定申告・住民税申告
�９：３０～１２：００�田治部小学校
�９：３０～１２：００�旧布瀬小学校
�税務課市民税係（�６１１７）

２
介護予防講演会
�１３：３０～１５：００
�新見市保健福祉センター
�健康づくり課健康づくり係（�６１２９）

にいみ雛まつり（６日まで）
�９：００～１７：００�新見駅～御殿町周辺
�商工観光課商工観光係（�６１３６）

確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�おおさ総合センター
�１３：００～１５：００�旧大井野小中学校
�税務課市民税係（�６１１７）

１
春期全国火災予防運動（７日まで）
�消防本部予防課（�２１１９）

確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００
�新砥公民館
�税務課市民税係（�６１１７）

１０
岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加店鋪（３４店鋪）
�生活環境課環境保全係（�６１２４）

９
確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�夢ひろば萬歳
�税務課市民税係（�６１１７）

議会一般質問（予備日）
�１０：００～�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）

交通事故相談
�１０：００～１５：００�総合福祉センター２階図書室
�生活環境課生活交通係（�６１２２）

８
確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�哲西支局
�税務課市民税係（�６１１７）

議会一般質問（個人）
�１０：００～�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）

１７１６
議会総務常任委員会
�１０：００～
�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

１５
確定申告・住民税申告
�９：００～１５：００
�山村開発センター
�税務課市民税係（�６１１７）

議会文教福祉常任委員会
�１０：００～
�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

２４
都道府県対抗全日本中学生男子
ソフトボール大会開会式
�１５：００～１６：００�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係（�６１４８）

スタインウェイ・市民ピアノコンサート
�１８：００～�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係（�６１０８）

２３２２

３１３０２９

７６
狂犬病予防巡回注射
�９：３０～１４：２０�哲多
�生活環境課環境保全係（�６１２４）

５
狂犬病予防巡回注射
�９：３０～１４：５０
�草間、土橋、豊永、足見、正田
�生活環境課環境保全係（�６１２４）

心配ごと相談
�９：３０～１２：００�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所（�３１１１）
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日 月 火 水SUN MON TUE WED

２１２９２８２７２／２６

９８７６
確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００
�唐松市民センター
�税務課市民税係（�６１１７）

議会一般質問（代表）
�１０：００～�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）

５
心配ごと相談
�９：３０～１２：００
�哲多総合センター
�新見市社会福祉協議会
　哲多支所（�３１１１）

確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�哲多支局
�税務課市民税係（�６１１７）

４
第６回哲多公民館まつり
�９：００～１５：００�哲多総合センター
�哲多総合センター（�２０１０）

男女共同参画社会づくり
フォーラム
�１３：３０～１５：００
�まなび広場にいみ小ホール
�企画政策課広報係（�６１１４）

１６１５１４
確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００
�千屋市民センター
�税務課市民税係（�６１１７）

議会産業建設常任委員会
�１０：００～
�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

１３
消費生活相談
�９：３０～１２：００�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�６１３７）

確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�豊永市民センター
�税務課市民税係（�６１１７）

議会予算審査特別委員会
�１０：００～�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）

１２
確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００
�草間市民センター
�税務課市民税係（�６１１７）

議会予算審査特別委員会
�１０：００～
�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）

１１
確定申告・住民税申告
�９：００～１５：００
�山村開発センター
�税務課市民税係（�６１１７）

２３２２２１
人権・行政・児童相談
�１０：００～１５：００�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�６２０４）

心配ごと相談・法律相談（要予約）
�１０：００～１５：００�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�７３０６）

平成２４年３月議会定例会（閉会日）
�１０：００～�市役所議場�議会事務局（�６１５１）

２０  春分の日１９
議会委員会（予備日）
�１０：００～�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

議会運営委員会
�１５：００～�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

１８

３０２９２８
都道府県対抗全日本中学生
男子ソフトボール大会（予備日）

２７
都道府県対抗全日本中学生
男子ソフトボール大会
�９：００～�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係（�６１４８）

消費生活相談
�９：３０～１２：００
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係（�６１３７）

２６
都道府県対抗全日本
中学生男子ソフトボール大会
�９：００～
�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�６１４８）

２５
都道府県対抗全日本中学生
男子ソフトボール大会
�９：００～
�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�６１４８）

７６５４
狂犬病予防巡回注射
�９：００～１１：５０
�金谷、新見、高尾、西方
�生活環境課環境保全係（�６１２４）

心配ごと相談
�１０：００～１５：００�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�７３０６）

３２４／１

議会運営委員会
�１２：３０～�市役所委員会室
�議会事務局（�６１５１）

人権相談
�１０：００～１５：００�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�６２０４）

人権・行政合同相談
�９：００～１２：００�哲多総合センター
�哲多支局（�２１１１）

心配ごと相談
�９：００～１２：００�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�３３３３）

法曽焼展示会（１１日まで）
�９：００～１７：００�まなび広場にいみ小ホール
�生涯学習課文化振興係（�６１０８）

確定申告・住民税申告
�９：３０～１５：００�神郷生涯学習センターしゃくなげホール
�税務課市民税係（�６１１７）

心配ごと相談
�１０：００～１５：００�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�７３０６）

議会一般質問（個人）
�１０：００～�市役所議場
�議会事務局（�６１５１）
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■編集／新見市報道委員会
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　携帯電話でもご覧になれます

平成２４年 ３月 号
平成２４年３月１日  No.８４

総人口 ３７， ０４９人　　男  １７， ６６１人　　女  １９， ３８８人

世帯数 １２， ６１４世帯（平成１７年３月３０日現在）

■面積　７９３ ． ２７�

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　３３，７３４人（－４６人）
　　男　　１６，０５５人（－１６人）
　　女　　１７，６７９人（－３０人）
　出生…１７人　 転入…３０人
　死亡…５２人　 転出…４１人
　世帯数　１３，１２９世帯（－１０世帯）
　　　　　　※外国人登録者を含む

　（平成２４年１月末日現在）

合併当初の様子

３月３１日納期限の

市民税・保険料などは

ありません。

ハッピー�
バースデー�

今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

 西  村   一 馬   ちゃん
にし むら かず ま

（新見／３・２９生）

★４月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（��６１１４）にご一報ください。（締切は３月１５日）

 池 田     颯 真   ちゃん
いけ だ そう ま

（豊永赤馬／３・２７生）
 後 藤     大 愛   ちゃん
ご とう だい あ

（正田／３・２２生）
 植 野     詩 生   ちゃん
うえ の し お

（大佐小阪部／３・２１生）

 平 田     遥 士   ちゃん
ひら た はる と

（上市／３・１８生）
 大 川    めいちゃん
おお かわ

（正田／３・１５生）
 野 方     裕 太   ちゃん
の がた ゆう た

（正田／３・１２生）
 岩 本     姫 奈   ちゃん
いわ もと ひめ な

（正田／３・１１生）

 岡  　     大 輝   ちゃん
おか ざき ひろ き

（西方／３・７生）
 小 迫     歩 夢   ちゃん
こ さこ あゆ む

（正田／３・４生）

 大 島     一 玖   ちゃん
おお しま いつ き

（高尾／３・２生）
 生  田 　樹   ちゃん
いく た たつき

（新見／３・１生）


